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温で液体である BE は機器への負担も小さく部品コストも抑えることが出来る．  
 










LH2 455 145 ○ 4000 △ 
BE 328 328 ○ 215 ○ 
ケロシン 368 368 △ 450 ○ 






















内圧 2.6MPaA，安全率 2.0 とした場合の燃料タンク重量を比較した結果が表 2-1 である(2)．以下
の結果より CFRP と Ni メッキを組み合わせたものが最も軽量になることを確認した． 
 
表 2-1 タンク重量比較 
アルミニウム合金 21.3kg 
ステンレス合金 61.7kg 
CFRP+Ni メッキ 11.5kg 
 
３． 加圧ガス混入対策 
 オオワシ 2 号機には，推進剤を約 130kg 搭載する予定であるので，それに伴い推進剤タンクも




 上記のトレードオフより 3 つの対策案の中では案(3)が適している． 
 
 










と共に変動するバルブ容量係数(CV)を図 4-1 に示す． 
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